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2008年度 バリ島社会福祉問題保有者の実態
イ・ヌガ・スィクラマ1
はじめに
　インドネシアの国家情勢は，1997年タイのバーツ下落に連動して始まった
国内金融危機により，国際経済や国内経済の側面において実質的にいまだ回
復していない。これは国内金融危機の影響で悪くなった国民生活の状況がま
だ改善していないことを示している。金融危機・経済不況の影響は全分野に
及び，貧困問題以外に，社会福祉問題をより複雑化・拡大化させ，その他の
社会福祉の変数や重大さをますます増加させていく傾向にある。
　ここでいう社会問題には，以下のように２種類ある。
１） 従来から指摘されてきた社会問題であり，いまなお多く発生している。
主に貧困，放置，心体不自由，孤独，後進性，社会的不自由，人格障害，
災害の被害などである。
２） 現代，新たに登場してきた社会問題であり，暴力の被害者，薬物中毒な
どである。これらは社会生活と密接に関係しており，その対処及び解決
に向けては真剣で継続的な注意が必要とされている。
そこで，次に，国家が社会福祉問題2として位置づけ，重要政策課題と掲げ
1 I Ngah Swikrama, Spd. バリ・プロテスタント・キリスト教会の教育・福祉省社
会福祉部の事務長。７つの児童福祉施設の実質的な統括責任者。
キーワード：社会福祉，インドネシア
2 Paduan Pendataan Penyandang Masalah Kesejahteraan Sosial (PMKS) Potensi 
dan Sumber Kesejahteraan Sosial (PSKS), Departman Sosial Republik Indonesia, 
Badan Pendidikan dan Penelitian Keseiahteraan Sosial, Pusat Data dan Informasi 
Kesejahteraan Sosial, Tahun 2007
報　告
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ている項目を紹介したい。
社会福祉問題保有者の定義
　社会福祉問題保有者とは，ある一定の支障，困難，障害によって社会的機
能を果たすことができず，それによって体力的，精神的，社会的に生活ニー
ズを十分で相応しく満たされていない人，家族，社会的集団を指す。支障，
困難，障害は貧困，放置，身体不自由，社会的不自由，孤独，後進性，自然
災害・社会的災害の形で現れる。
　現在，インドネシア政府の社会省で，以下の22種類の社会福祉問題を指定
し，その解決に向けて取り組んでいる。
　　１． 放置された乳児問題：貧乏・経済的に不可能，片親が病気，片親ま
たは両親が死亡，乳児が病気など，ある一定の要因で保護者は子ど
もを育てる義務を果たすことができずに，放置されている０─４歳
の乳児の問題である。したがって乳児の社会生活，発達，成長が保
障されず体力的，精神的，社会的な障害を受けている。
　　２． 放置された児童問題：貧乏・経済的に不可能，片親または両親が病
気，片親または両親が死亡，家庭崩壊，保護者・介護者の無さなど，
ある一定の要因で保護者は子どもを育てる義務を果たすことができ
ずに，放置されている５─18歳の児童の問題である。したがって子
どもの基本的ニーズにとって相応しい物質的，精神的，社会的条件
が満たされていない。
　　３． 虞犯児童問題：社会や生活環境のなかにある価値観や習慣などから
逸脱した歪んだ性格を持っている５─18歳の子どもの問題である。
自分自身，家族，他人に損害を与え，公共秩序を妨害しているが，
未成年なので法的に訴えることができない。
　　４． ストリートチルドレン問題：大半の時間を費やして生活費を稼ぐた
め，道路および公共の場などでうろつく５─18歳の子どもの問題で
ある。
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　　５． 社会的・経済的危険性のある女性問題：18─59歳の未婚女性もしく
は未亡人で，日常生活におけるニーズを満たすための十分な収入を
持っていないため，様々な社会問題に遭遇する危険性をもっている。
　　６． 暴力行為の被害者問題：暴力行為を受けた人で，家族もしくは周辺
環境のなかで間違って不適切に取り扱われ，物理的におよび非物理
的に脅かされている。
　　７． 放置された高齢者問題：60歳以上の人で，ある一定の要因で，基本
的ニーズを物質的，精神的，社会的に満たすことができないでいる。
　　８． 障がい者問題：心身に障がいを持つ人で，その障がいが体力的，精
神的，社会的機能を果たす上で障害，障壁，支障になっている。障
がい者は身体障がい者，精神的障がい者，身体・精神的障がい者に
分けられる。
　　９． 風俗業従事者問題：金銭的，物質的，サービス的報酬を得る目的で，
不特定多数の異性もしくは同性に対して婚外の性行為を繰り返す人
の問題である。
　　10． 物乞い者問題：他人からのあわれみの情を期待して，公共の場で物
乞いをして収入を得る人の問題である。物乞いをする理由は多様で
ある。
　　11． ホームレス問題：定職と住居を持たず公共の場でうろつき，地域社
会のなかの相応しい価値観と合わない状況下で生活している人達の
問題である。
　　12． 元受刑者問題：裁判の決定によって刑罰期間・受刑期間を終えた人
もしくは３か月以内受刑期間を終える予定の人で，社会生活への適
応において様々な障壁に直面している。職に就くこともしくは生活
を普通に営むことが困難な状況にある。
　　13． 薬物中毒被害者問題：治療以外もしくは主治医の許可なく麻薬，向
精神薬，酒類のようなその他の中毒物質を服用する人たちの問題で
ある。
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　　14． 貧困家庭問題：職をまったく持たずに基本的ニーズを満たす力がな
い人もしくは職を持っているが人間らしく家族の基本的ニーズを満
たすことができない人または家長である。
　　15． 不適切な家に住む家庭の問題：住居として物理的，衛生的，社会的
な条件を満たしていない住宅・環境状況に住んでいる家族である。
　　16． 社会的・精神的問題を抱えた家庭の問題：家族の一人または複数の
構成員が問題を抱え，または夫婦の関係があまり良くないため，家
族内の人間関係に困難が生じ，家族の家事・機能はうまくいかない
家庭である。
　　17． 孤立したコミュニティー問題：僻地の孤立した小さな社会的集合体
のなかで生活し，自然資源に依存している集団の問題である。一般
のインドネシア国民の社会文化体系に比べ，生活形態が低位におか
れている。大きく環境を変え生活改善を必要とする状態にある。
　　18． 自然災害被害者問題：自然災害によって物質的，精神的，社会的に
被害を受け，生活機能を損なわれ十全に機能できない個人，家族，
社会的グループである。自然災害被害者に含まれているのは地質地
震被害者，火山噴火被害者，土砂崩れ被害者，洪水被害者，巨大波・
津波被害者，台風被害者，干ばつ被害者，山火事被害者，住宅火事
被害者，飛行機事故被害者，列車事故被害者，船舶事故被害者，産
業災害（作業事故）被害者である。
　　19． 社会的災害被害者・難民問題：暴動のような社会的災害によって物
質的，精神的，社会的に被害を受け，生活機能を損なわれ十全に機
能できない個人，家族，社会的グループである。
　　20． 放置された出稼ぎ人問題：出身地以外の所に住居を置き働く人が，
様々な社会的問題に遭遇し困窮するがなんらの支援も得られず放置
されている。
　　21． HIV/AIDS患者 （ODHA）問題：医師もしくは検査技師によって，
HIVヴィルスに感染していると忠告された人で，免疫力低下症候群
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（AIDS）を経験しているにもかかわらず，適切な支援や処置がえら
れずに困窮しているにもかかわらず，放置された状況にある。
　　22． 脆弱性家庭問題：貧困線よりおよそ10%上に位置する階層の世帯で
は，様々な社会的かつ経済的問題に遭遇し家族の基本的ニーズを十
分に満たすことができない状況にある。特に新婚の若い世帯にみら
れる。
　これら社会福祉問題のなかでも，バリ・プロテスタント・キリスト教会が
長年に亘って取り組んできた児童福祉問題について，その現状について次に
紹介したい。
　インドネシアにおいて児童及び青少年が置かれている状況は，未だ憂慮す
べき水準にある。これからの未来を担うはずの多くの子ども達が，安全に生
活し，成長繁栄する権利を持ちながらも，それらが十分に満たされていると
は言えない。
　現在，インドネシアの児童及び青少年が遭遇している問題とは；
　　１．ポリオの問題（５州─９県）
　　２．栄養失調（重症／マラスムス，クワシオコール）
　　３．増加する未成年者の喫煙
　　４．覚せい剤用注射器から感染するエイズの繁殖
　　５．性的暴力の被害を受けた子ども　等があげられる。
　増加し続けるこれらの問題は，長期に渡る経済危機に由来する。この問題
は，国民の購買力の減少と，貧困家庭の増加が大きくかかわっている。さら
に，インドネシアの子どもたちを脅かしているのは，上記の問題に加えて，
教育が平均的に施されていないことだ。ここでは，中途退学問題について紹
介する。
　近年の貧困家庭の実態をみると，その総数は，2006年では3,600万人，
2007年では3,717万人となっている。（2008年１月７日，レパブリカオンライ
ンによる調査）
　これを背景として，
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中途退学をする子どもの数は，確実に増えている。
　　　　2006年では970万人が，
　　　　2007年には20％増加し，1,170万人となっている。
　国家児童保護委員会会長秘書　アルス ムルデカ シライ氏 によると，
中途退学の割合は；
⇦　小学校　23％
⇦　中学校　48％
⇦　高　校　29％
　中途退学で最も懸念されるのは，中学校での中途退学である。中学生・高
校生をまとめると青年層での中途退学が77％となる。今年，中途退学をした
青少年の数は，800万人にものぼった。
　彼らは一体どこへ向かい，どんな人間になっていくのであろうか？
　国家児童保護委員会の記録では，2007年には，155,965人に及ぶ子ども達
が道端で生活を送りストリートチルドレンとなっている。未成年労働者の数
は，210万人にまで達している。
　それでは，バリ島ではどうであろうか？
　バリ島においては，2007年から2008年の学校暦内では，1,613人が中途退
学者となっている。この数字は，2006年から2007年の学校暦内の中途退学者
数1,545人に比べ，68人増加しており，前年を上回った。
　バリ州教育文化局の発表がバリポストに掲載されたが，それによると，前
述の中途退学者数は，小学校教育では，最も高い数値となっている。
Φ　小 学 校＝522人
Φ　中 学 校＝508人
Φ　普通高校＝327人
Φ　専門高校＝211人
県別に見ると，
　　１．ブレレン県　　　　482人
　　２．カランアスム県　334人
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　　３．デンパサール市　　231人
　　４．ジュンブラナ県　　126人
　　５．バドゥン県　　　　115人
　　６．ギァニャール県　　107人
　　７．タバナン県　　　　 96人
　　８．クルンクン県　　　 65人
　　９．バンリ県　　　　　657人
　これら，ドロップアウトした子どもの多くは，貧困家庭の児童である。
資料
2008年の各PMKS種類別国家レベルの総計
NO 福祉問題の種類 略称 総計 単位
１ 放置された乳児 ABT 299,127 人
２ 放置された子供 AT 2,250,152 人
３ 虞犯児童 AN 198,578 人
４ ストリートチルドレン AJ 109,454 人
５ 社会的・経済的危険性のある女性 WRSE 1,177,768 人
６ 暴力行為の被害者 KTK 190,927 人
７ 放置された高齢者 LUT 1,644,002 人
８ 障がい者 PACA 1,544,184 人
９ 風俗業従事者 TS 63,661 人
10 物乞い者 PNG 35,057 人
11 ホームレス GLD 25,169 人
12 元受刑者 BWBLK 115,820 人
13 薬物中毒被害者 NAPZA 80,269 人
14 貧困家庭 KFM 3,274,060 家長
15 不適切な家に住む家庭 RTLH 2,456,521 家長
16 社会的・精神的問題を抱えた家庭 KBSP 352,908 人
17 孤立したコミュニティー KAT 280,352 人
18 自然災害被害者 KBA 1,608,829 人
19 社会的災害被害者・難民 KBS 258,056 人
20 放置された出稼ぎ人 PMT 142,554 人
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21 HIV/AIDS患者 ODHA 11,483 人
22 脆弱性家庭 RENTAN 1,885,014 家長
2008年の社会福祉問題保有者─PMKS
?
?
?
?
?
州
社会福祉問題保有者の合計
LUT PACA TS PNG GLD BWBLK
７ ８ ９ 10 11 12
11 ナンゴロエ・アチェ・ダルサラム 13,649 31,697 320 1,884 - 1,156
12 北スマトラ 329,944 51,204 4,432 1,126 1,172 9,145
13 西スマトラ 47,058 33,253 645 1,002 920 2,556
14 リアウ 808 15,993 2,823 236 194 9,663
15 ジャンビ 16,654 18,931 1,149 508 128 2,617
16 南スマトラ 18,620 33,588 2,313 1,350 807 1,837
17 ベンクル 6,673 5,107 178 195 74 875
18 ランプン 17,882 25,907 802 7,122 389 2,150
19 バンカ・ベリトゥン 14,590 5,811 141 ７ 23 234
21 リアウ諸島 759 1,479 1,504 206 223 1,127
31 ジャカルタ首都特別地区 8,878 22,079 7,866 618 274 586
32 西ジャワ 232,313 84,356 3,659 2,464 3,059 6,824
33 中部ジャワ 206,392 384,109 5,626 3,983 1,751 15,814
34 ジョクジャカルタ特別地区 23,833 40,198 246 448 267 1,466
35 東ジャワ 137,353 377,929 6,097 3,731 3,512 10,893
36 バンテン 25,277 39,822 576 4,660 1,794 1,634
51 バリ 13,643 25,214 192 661 1,217 905
52 西ヌサ・トゥンガラ 83,028 32,526 465 589 254 4,214
53 東ヌサ・トゥンガラ 61,271 73,191 1,367 37 418 11,023
61 西カリマンタン 21,105 22,761 903 682 898 911
62 中部カリマンタン 11,058 10,620 1,357 125 99 261
63 南カリマンタン 53,880 40,212 2,065 1,009 641 3,168
64 東カリマンタン 20,056 8,960 4,250 217 255 743
71 北スラウェシ 39,116 10,823 2,908 986 186 5,751
72 中部スラウェシ 48,557 43,136 1,350 - - 469
73 南スラウェシ 61,790 38,712 5,443 469 652 8,174
74 南東スラウェシ 22,507 7,792 874 160 4,746 2,039
75 ゴロンタロ 8,704 8,142 114 463 519 3,036
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76 西スラウェシ 13,479 12,381 155 41 106 1,226
81 マルク 45,389 23,516 815 78 56 3,099
82 北マルク 12,359 4,390 350 - 535 1,013
91 西パプア 3,114 2,426 500 - - 250
94 パプア 24,263 7,919 2,176 - - 961
インドネシア合計 1,644,002 1,544,184 63,661 35,057 25,169 115,820
LUT　放置された高齢者
PACA　障がい者
TS　風俗業従事者
PNG　物乞い者
GLD　ホームレス
BWBLK　元受刑者
2008年の社会福祉問題保有者─PMKS
?
?
?
?
?
州
社会福祉問題保有者の合計
ABT AT AN AJ WRSE KTK
１ ２ ３ ４ ５ ６
11 ナンゴロエ・アチェ・ダルサラム - 15,482 1,823 590 42,767 5,909
12 北スマトラ 14,282 146,130 19,103 2.279 36,910 14,272
13 西スマトラ 13,637 82,289 5,340 6.342 27,321 16,082
14 リアウ 5,804 37,576 3,652 983 20,188 22,776
15 ジャンビ 14,299 64,868 5,477 1.697 30,514 814
16 南スマトラ 2,606 127,277 2,061 5.038 13,175 878
17 ベンクル 3,555 5,125 2,390 575 5,508 1,776
18 ランプン 7,513 22,843 4,011 9.874 12,951 1,329
19 バンカ・ベリトゥン 903 3,302 322 243 3,287 166
21 リアウ諸島 - 782 122 - 73 84
31 ジャカルタ首都特別地区 - 6,315 1,179 2.213 - -
32 西ジャワ 54,584 197,819 3,092 6.428 171,180 7,979
33 中部ジャワ 40,071 171,287 11,324 9.770 208,254 7,292
34 ジョクジャカルタ特別地区 5,710 33,565 844 594 10,343 832
35 東ジャワ 23,067 286,600 10,699 9.848 191,669 5,909
36 バンテン 8,890 20,815 2,528 2.074 22,038 5,804
51 バリ 1,571 14,059 716 1.533 12,839 179
52 西ヌサ・トゥンガラ 24,705 227,623 14,108 12.307 70,245 6,344
53 東ヌサ・トゥンガラ 14,152 58,776 8,194 12.746 70,405 4,061
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61 西カリマンタン 950 116,421 12,259 1.522 12,917 281
62 中部カリマンタン 516 21,690 626 ８ 2,751 2,441
63 南カリマンタン 1,029 57,758 3,671 391 16,867 2,534
64 東カリマンタン 6,051 38,944 8,636 649 11,038 2,811
71 北スラウェシ 2,590 91,168 19,894 451 27,585 38,639
72 中部スラウェシ 1,398 69,600 13,963 4.636 31,029 3,695
73 南スラウェシ 3,179 85,992 5,721 4.753 42,932 5,168
74 南東スラウェシ 4,855 66,902 7,186 2.254 10,277 8,736
75 ゴロンタロ 4,844 10,248 3,677 - 7,059 7,588
76 西スラウェシ 2,596 19,970 473 699 7,423 446
81 マルク 5,156 91,595 12,871 2.899 19,463 4,728
82 北マルク 1,751 23,171 8,790 5.476 10,724 8,964
91 西パプア 400 5,560 356 227 1,803 254
94 パプア 11,463 28,600 3,470 355 26,233 2,156
インドネシア合計 299,127 2,250,152 198,578 109,454 1,177,768 190,927
ABT　放置された乳児
AT　放置された児童
AN　虞犯児童
AJ　ストリートチルドレン
WRSE　社会的・経済的危険性のある女性
KTK　暴力行為の被害者
2008年の社会福祉問題保有者- PMKS
?
?
?
?
?
州
社会福祉問題保有者の合計
KBS PMT ODHA RENTAN
19 20 21 22
11 ナンゴロエ・アチェ・ダルサラム - - - -
12 北スマトラ 8,478 2,430 100 88,542
13 西スマトラ 5,100 389 168 11,521
14 リアウ 577 570 186 3,216
15 ジャンビ 456 2,929 215 17,046
16 南スマトラ 3,094 465 380 255,631
17 ベンクル 614 386 ６ 1,652
18 ランプン 972 558 223 286,463
19 バンカ・ベリトゥン ８ 479 - 1,207
21 リアウ諸島 - 56,108 435 -
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31 ジャカルタ首都特別地区 - - - -
32 西ジャワ 1,497 3,174 659 29,046
33 中部ジャワ 5,433 2,072 422 113,842
34 ジョクジャカルタ特別地区 115 696 - 105,592
35 東ジャワ 5,531 11,172 2,060 64,116
36 バンテン 5,053 1,487 1,421 73,824
51 バリ 794 418 190 1,445
52 西ヌサ・トゥンガラ 12,246 18,493 - 9,939
53 東ヌサ・トゥンガラ - 21,373 160 455,824
61 西カリマンタン - 458 1,607 7,309
62 中部カリマンタン 1,654 509 - 19,915
63 南カリマンタン 1,303 1,075 19 37,821
64 東カリマンタン - 4,218 204 500
71 北スラウェシ 2,640 4,991 55 29,031
72 中部スラウェシ 18,589 2,576 23 42,915
73 南スラウェシ 19,682 1,888 70 1,154
74 南東スラウェシ 10,989 750 - 15,759
75 ゴロンタロ 353 1,240 14 23,475
76 西スラウェシ 654 97 - 39,116
81 マルク 17,435 516 35 20,113
82 北マルク 116,173 756 1,200 23
91 西パプア 10,723 12 283 93
94 パプア 7,893 269 1,348 128,884
　 インドネシア合計 258,056 142,554 11,483 1,885,014
KBS　社会的災害被害者
PMT　放置された出稼ぎ人
ODHA　HIV/AIDS患者
RENTAN　脆弱性家庭
2008年の社会福祉問題保有者- PMKS
?
?
?
?
?
州
社会福祉問題保有者の合計
NAPZA KFM RTLH KBSP KAT KBA
13 14 15 16 17 18
11 ナンゴロエ・アチェ・ダルサラム 1,487 91,082 97,170 1,190 1,315 19,379
12 北スマトラ 1,709 141,891 163,555 26,529 30,008 32,247
13 西スマトラ 1,477 97,637 84,325 4,156 5,122 40,449
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14 リアウ 483 71,917 24,411 150 21,852 59,171
15 ジャンビ 656 33,182 53,376 574 4,766 26,417
16 南スマトラ 401 148,119 44,183 180,586 4,058 3,939
17 ベンクル 59 47,863 41,204 496 2,066 8,327
18 ランプン 526 211,943 - - - 681
19 バンカ・ベリトゥン 129 8,391 6,572 - 555 129
21 リアウ諸島 311 14,233 - - 793 1,834
31 ジャカルタ首都特別地区 1,262 14,618 - - - -
32 西ジャワ 13,239 496,504 196,094 8,140 1,696 12,143
33 中部ジャワ 2,257 211,096 339,352 11,893 14,042 155,629
34 ジョクジャカルタ特別地区 563 23,795 15,691 2,432 - 893
35 東ジャワ 4,702 341,095 400,274 12,443 3,604 22,202
36 バンテン 1,548 111,448 198,581 11,810 13,357 15,080
51 バリ 168 33,130 13,121 329 2,106 6,502
52 西ヌサ・トゥンガラ 3,201 171,827 136,032 20,784 11,241 36,222
53 東ヌサ・トゥンガラ 301 96,443 139,076 1,584 37,446 557,610
61 西カリマンタン 402 101,457 50,605 3,571 2,180 4,881
62 中部カリマンタン 309 71,633 23,229 719 3,145 29,739
63 南カリマンタン 479 58,000 35,822 5,817 8,859 79,071
64 東カリマンタン 512 52,120 6,054 1,027 12,268 109,037
71 北スラウェシ 13,246 19,607 59,527 10,113 10,002 9,591
72 中部スラウェシ - 76,658 50,461 　1,820 15,523 219,425
73 南スラウェシ 1,868 186,215 73,659 1,370 17,712 59,939
74 南東スラウェシ 14,847 38,775 36,225 34,220 3,153 40,166
75 ゴロンタロ 4,945 29,424 19,969 686 4,700 3,443
76 西スラウェシ 882 29,687 32,783 783 2,810 2,180
81 マルク 4,819 37,383 43,069 4,090 13,282 26,118
82 北マルク 754 26,979 16,976 5,324 2,161 13,147
91 西パプア 78 23,021 15,302 110 1,003 6,785
94 パプア 2,649 156,887 39,823 162 29,527 6,453
　 インドネシア合計 80,269 3,274,060 2,456,521 352,908 280,352 1,608,829
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NAPZA　薬物中毒被害者
KFM　貧困家庭
RTLH　不適切な家に住む家庭
KBSP　社会的／精神的問題を抱えた家庭
KAT　孤立コミュニティー
KBA　自然災害被害者
　上記のデータを見ると，インドネシアの社会福祉問題は深刻なものだと示
している。そのため，積極的な国民の参加が必要とされている。
